家庭礼拝　2010年8月25日　使徒言行録第19章　エフェソ（第3次宣教旅行）
　LP33　私が悩むときも　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　LP22　聖なる聖なる万軍の主
起

パウロは第二次宣教旅行が終わって、アンティオキアについた後は、しばらくそこで過ごしました。ですが、またすぐに、第三次宣教旅行に行きます。最初はガラテヤやフィリギアの地方を巡回して歩いて、励ましていきました。ガラテヤ地方と言うのは今のトルコの中央部の山岳地帯に当たるところです。聖書ではガラテヤの信徒への手紙で知られる地方です。したがって、ガラテヤと言う町や教会があるわけではありません。ではどの町の教会をさしているのかということにはいくつかの説があります。トルコの中央部の山岳地帯にはパウロ自身が通り過ぎるほかは、あまり活動した形跡もなく、またそこにいるのは遊牧民が主です。そこで、このガラテヤと呼んでいるのはもっと南の、第一次宣教旅行で回った、アンティオキア、イコニオム、ルステラ、デルベの教会などをさしていると考えられています。しかし、ここでは、この第三次宣教旅行の最初に回ったこれらのガラテヤの教会のことには殆ど触れずに、この19章で語られているのは主にその先の海岸沿いにある、エフェソの教会についてです。このエフェソの教会は、第二次宣教旅行の帰り道に、ちょっと立ち寄って、話をし、エフェソの教会の人々にもっといてくださいと頼まれた教会です。パウロは、「神の御心ならば、また戻ってきます。」と言って長居はしなかったのですが、第三次宣教旅行では、まるで、まっすぐに、このエフェソに向かって進んできたかのようです。
このエフェソには、アレクサンドリア生まれのユダヤ人で、聖書に詳しいアポロと言う雄弁家が来てイエスキリストの宣教をしていました。このアポロと言う人は優秀なことは伝えられているのですが、聖書の中では、信仰的にどうだったのかがあまり伝えられていません。何かが足りないのか、欠けているのか、神様との関係があまり出てこないのです。ですから、ここで紹介されるときも、神によって召されたアポロ、とか言う様な紹介ではなく、聖書に詳しいアポロと言う雄弁家、と言う世間一般の人としての紹介の仕方になっています。アポロは主の道を受け入れ、イエスのことを熱心に語り、正確に教えていたと言われています。ですが、ヨハネの洗礼しか知らなかった、と書かれています。このアポロが会堂で大胆に教え始めたのを聞いた、プリスキラとアキラはアポロを招いてもっと正確に神の道を説明しました。プリスキラとアキラは、第二次宣教旅行のときにコリントでパウロを住まわせ世話をした人です。その後コリントをでてからもパウロと一緒に旅行を続けていました。そしてパウロを命がけで助けた人々です。このことはローマ人への手紙や、第二テモテ、ではパウロが、手紙の最後にプリスキラとアキラによろしくと書いてあり、また、コリントの信徒への手紙Ⅰでは、アキラとプリスカが皆さんによろしくとのことです。と手紙文の最後に書かれています。たぶん諸教会には良く知られた人物だったようです。このプリスキラとアキラが、雄弁家のアポロを招いて、もっと正確に神の道を説明しました。そしてアポロがアカイア州に行くときに、そこの教会に歓迎してくれるように手紙を書きました。アカイア州と言うのはアテネやコリントのあるギリシャの地方です。すなわち、プリスキラとアキラにとっては地元になるわけです。
そして、アポロがアカイア州のコリントに行っていたときに、入れ違いにパウロがエフェソにやってきました。
承

パウロは、内陸の地方を通って、エフェソに降ってきて、何人かの弟子に出会って、彼らに、「信仰に入ったとき、聖霊を受けましたか」と尋ねました。すると、彼らは、「いいえ、聖霊があるかどうか、聞いたこともありません」と言いました。パウロは、「それならどんな洗礼を受けたのですか」と言うと、ヨハネの洗礼です。と言いました。そこで、パウロは、「ヨハネは、自分の後から来る方、つまりイエスを信じるようにと言って、悔い改めの洗礼を授けたのですよ。」と説明しました。人々は、これを聞いて主イエスの名によって洗礼を受けました。パウロが彼らの上に手を置くと、聖霊が降り、その人たちは異言を話したり、予言をしたりしました。この人たちは皆で12人ほどであったと聖書に書かれています。アポロに足りなかったのは、聖霊でした。アポロ自身がイエスの名による洗礼を受けていなかったのです。信仰者にとって、この聖霊を受けると言うことがどんなに大切かを、改めて教えられます。そしてまた振り返って、私達はこの聖霊を正しく受けているのだろうかと言うことも思わされます。パウロが手を置くと、聖霊が降ったと書かれています。私達が洗礼を受けたときに、聖霊は下ったのでしょうか。聖書辞典には、聖霊とはキリストとの生ける人格的な交わりを可能にするものである。書かれています。私達が、今、この生けるキリストを信じ、キリストとの人格的な交わりをしているならば、それは聖霊による働きなのです。イエスを主と告白するものは聖霊によるのです。そして、それは結局、」信じて祈るということになるかもしれません。
パウロのエフェソでの伝道活動は、いつもと同じようにユダヤ人の会堂に入って、大胆に神の国を伝えることでした。しかしある者達はかたくなで信じようとせず、非難しました。きっとパウロの話は、会堂で話をするのにふさわしくないと言うような、非難をしたのだと思います。仕方なく、パウロは彼らから離れ、ティラノと言う人の講堂で話をしました。この人は哲学者の先生で、講堂を持っていたようです。このようなことが二年も続いたと書かれていますので、パウロにとって見ればとても長い期間留まって宣教をしていたことになります。その結果、アジア州に住む人はユダヤ人も、ギリシャ人も皆、主の言葉を聴くことになりました。パウロは、結局エフェソには合計で3年近く滞在する事になります。これはほかのどこよりも長く滞在したことになります。エフェソはパウロにとって特別な町となりました。
転

パウロは、エフェソで目覚しい伝道活動をしていました。聖書によれば、11節で、神は、パウロの手を通して目覚しい奇跡を行われた。と書かれています。それは、パウロが身につけていた手ぬぐいや前掛けを持って病人に当てると、病気は癒され、悪霊どもも出て行くほどであった。ということです。その神の業があまりにも目覚しかったので、それをまねする祈祷師が現れました。悪霊どもに取りつかれている人々に向かい、試みに、主イエスの名を唱えて、「パウロが宣べ伝えているイエスによって、お前たちに命じる」と言う者があった。ということです。具体的に誰であったのかも書かれていますが、彼らがそういうと、とんでもないことが起こりました。15節です。悪霊が逆襲してきたのです。
使 19:15　悪霊は彼らに言い返した。「イエスのことは知っている。パウロのこともよく知っている。だが、いったいお前たちは何者だ。」
使 19:16　そして、悪霊に取りつかれている男が、この祈祷師たちに飛びかかって押さえつけ、ひどい目に遭わせたので、彼らは裸にされ、傷つけられて、その家から逃げ出した。
使 19:17　このことがエフェソに住むユダヤ人やギリシア人すべてに知れ渡ったので、人々は皆恐れを抱き、主イエスの名は大いにあがめられるようになった。
別の福音書の箇所にも似たようなことがありました。イエス様が福音を伝えていたとき、弟子の一人が、「関係の無いものがイエス様の名を使って癒しを行っているので、やめさせましょうか」といったとき、イエス様はそのままにしておきなさい、敵でないものは味方なのだからといった話を思い出します。イエス様の名を語って癒しを行うことが許されているとしても、悪霊は「イエスのことは知っている。パウロのこともよく知っている。だが、いったいお前たちは何者だ。」言ってくるのです。そのとき私達はなんと言って、この悪霊を撃退するのでしょうか。ここでたじろいでしまったら、悪霊に取り付かれたものが飛び掛ってきてひどい目にあわせられるかもしれません。ここで必要なのは確信に満ちた信仰告白ではないかと思います。「我は神の一人子、イエスキリストを信じる、イエスに従うものである。」とはっきりと言い切ることではないかと思います。これこそが、聖霊を受けて働いていることの証しであります。考えてみると、悪霊というのは、いつも私達に、「一体お前達は何者だ｣と言う事を問いかけるものであるような気がします。悪霊が、誘惑という形で、現れるときも、それは結局、一体お前達は何者だと問いかける別の形であるような気がします。この祈祷師達にはイエスキリストを信じるという信仰がありませんでした。ですからひどい目にあってしまったのです。
このような出来事があってから、信仰に入ったものも大勢やってきて、自分達の悪行をはっきりと告白しました。また、魔術を行っていた多くのものも、その書物を持ってきて、皆の前で焼き捨てたということです。その値段を見積もってみると銀貨5万枚にもなったと書かれています。人々は生ける神様のことを信じたのです。自分達がいかにいい加減な魔術を行って人々からお金を騙し取っていたかを恐れるようになったのです。心から悔い改めたのです。そしてその魔術の本を皆の前で焼き捨てたのです。その本はとても高価なものだったようです。しかし、信じようとするのにとっては背水の陣です。もう元には戻らないという決意の表明です。そして生ける神の子キリストを信じていくという強い決意を行ったのです。私達にとっても、焼き捨てなければならない魔術の本を隠し持っていることはないでしょうか。あるとすればそれは何でしょうか。神様に隠れて、行おうとしている魔術は無いでしょうか。心を静めて心の奥底に隠している、魔術の本をもう一度見つけ出し、明るみに出す必要があるのかもしれません。そして思い切って焼き払ってしまうのです。
　このような宣教の広まりとは別に、またしてもエフェソでも騒動が起こりました。それはパウロが、宣教旅行を終えてエルサレムに帰ろうとしていたときでした。アルミテスの神殿の模型を銀細工で作って儲けていた人々から、パウロに対する非難が噴出したのです。デミトリオというものが仲間を集めて話をし、扇動しました。それはパウロが、「手で作ったものなどは神ではない。」といって、言い広めているために、自分達の仕事の評判が悪くなってしまう。それに女神のご威光さえも失われてしまう。といってたきつけたのです。これを聞いた人々はひどく腹をたて、「エフェソ人のアルテミスは偉い方」と叫びだし、町中が混乱するような騒ぎになりました。
彼らは、パウロの同行者であるマケドニア人ガイオとアリスタルコを捕らえ、一団となって野外劇場になだれ込みました。パウロは劇場に入ろうとしましたが弟子達は危険なので止めました。パウロの友人でアジア州の祭儀をつかさどる高官たちも、パウロに使いをやって、劇場に入らないようにと頼みました。更なる混乱を回避したかったのです。群集は、何時間も叫び続け、全く混乱状態でした。事態の収拾をはかったのは、町の書記官でした。彼はこういいました。
使 19:35　そこで、町の書記官が群衆をなだめて言った。「エフェソの諸君、エフェソの町が、偉大なアルテミスの神殿と天から降って来た御神体との守り役であることを、知らない者はないのだ。
使 19:36　これを否定することはできないのだから、静かにしなさい。決して無謀なことをしてはならない。
使 19:37　諸君がここへ連れて来た者たちは、神殿を荒らしたのでも、我々の女神を冒涜したのでもない。
使 19:38　デメトリオと仲間の職人が、だれかを訴え出たいのなら、決められた日に法廷は開かれるし、地方総督もいることだから、相手を訴え出なさい。
使 19:39　それ以外のことで更に要求があるなら、正式な会議で解決してもらうべきである。
使 19:40　本日のこの事態に関して、我々は暴動の罪に問われるおそれがある。この無秩序な集会のことで、何一つ弁解する理由はないからだ。」こう言って、書記官は集会を解散させた。
人は何と簡単に、このような暴動に巻き込まれるのだろうと思います。なぜ、このような事になっているのかも分からずに、ただ興奮して騒ぎ立てるのです。ここで分かることは、パウロたちは法的には何も悪いことをしていないが、利己的な人間が人々をたきつけて騒ぎを起こすと、群集心理のままに、いかに簡単に人々がその判断力を失ってしまうのかと思わされます。この暴動を読んでいて、私は、去年の暮れに起こった御殿場教会の騒動を思い出しました。このようなときには、何もしないで、刺激しないで、沈静するのを待つのが良いのかもしれないと思わされました。それにしてもパウロたちは良くこのような暴動に巻き込まれるものだと驚いてしまいます。でも今回は、パウロたちは表に出ることなく、沈静するのを待ちました。そして騒ぎは収まりました。
結

今回、使徒言行録を連続講解してとても勉強になりました。地理的なことのつながりやや、一つ一つの事件との関連性など、今まで漠然としていたものがはっきりとつながってきたような気がしています。そして、この使徒言行録をしっかり読んでから、ほかのパウロの手紙に移るとその内容が更に興味深く知ることが出来ることがわかりました。今回だけでも、エフェソへの信徒の手紙や、ガラテヤの信徒への手紙などがどのよう背景のもとにに書かれているのかが分かり、興味が深くなりました。
　パウロは第二次宣教旅行のときに、「神の御心ならば、また戻ってきます。」と言って、そそくさと帰ってしまったエフェソでしたが、この第三次宣教旅行ではエフェソを中心に旅行を進め、3年近くも滞在して、エフェソでの宣教を行いました。まさに、神様の御心によって、エフェソでの宣教が行われたのでした。エフェソの信徒達の欠けていたのは、信仰に入ったときに聖霊を受けていなかったと言うことでした。聖霊については何も知らなかったのです。それまで指導していたアポロとちょうど入れ替わりで入ってきたのは神様の導きだったのでしょうか。信徒はイエスキリストの名によって洗礼を受けて、聖霊を与えられました。魔術師達の話も印象的です。私達は、悪霊から、お前達は何ものなのだ。といつも問われているような気がします。そのとき聖霊による確信が無ければ、私達には何の答えもありません。クリスチャンにとって聖霊がいかに大切かを思わされます。
(一分間黙祷しみんなで祈る)
(祈り)

天の父なる神様、今週もまた、供に祈り、賛美するときが与えられ感謝いたします。
私達は、聖霊の導きによって、クリスチャンとなり、あなたを主とし、生けるあなたを信じて祈りを捧げるものです。

このクリスチャンから、聖霊がいなくなったら、いくら知識があり、いくら情熱があり、いくら奉仕してもそれはクリスチャンではなくなります。

ただ、聖霊によって、私達はあなたに結ばれ、あなたに主と呼びかけることが出来ます。

神様、どうか私達が聖霊と供に生きることを大切にし、いつも聖霊の導きに委ねるものでありますように。

先週は渡辺幸子さんの葬儀が行われましたが、ご遺族の配慮により、キリスト教式の葬儀が行われましたことを感謝いたします。渡辺幸子さんも、安心して天に召されたのではないかと思います。ご遺族の方の上にも、主の返り見があり、平安な日常が与えられますように。
この世の苦しみ悲しみを覚える人々に主の慰めがありますように。救いを求める人々に、あなたの信仰が与えられますように。あなたに奉仕するものに、限りない力が与えられますように。この祈りを主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
◆アポロ、エフェソで宣教する
使 18:24　さて、アレクサンドリア生まれのユダヤ人で、聖書に詳しいアポロという雄弁家が、エフェソに来た。
使 18:25　彼は主の道を受け入れており、イエスのことについて熱心に語り、正確に教えていたが、ヨハネの洗礼しか知らなかった。
使 18:26　このアポロが会堂で大胆に教え始めた。これを聞いたプリスキラとアキラは、彼を招いて、もっと正確に神の道を説明した。
使 18:27　それから、アポロがアカイア州に渡ることを望んでいたので、兄弟たちはアポロを励まし、かの地の弟子たちに彼を歓迎してくれるようにと手紙を書いた。アポロはそこへ着くと、既に恵みによって信じていた人々を大いに助けた。
使 18:28　彼が聖書に基づいて、メシアはイエスであると公然と立証し、激しい語調でユダヤ人たちを説き伏せたからである。
◆エフェソで
使 19:1　アポロがコリントにいたときのことである。パウロは、内陸の地方を通ってエフェソに下って来て、何人かの弟子に出会い、
使 19:2　彼らに、「信仰に入ったとき、聖霊を受けましたか」と言うと、彼らは、「いいえ、聖霊があるかどうか、聞いたこともありません」と言った。
使 19:3　パウロが、「それなら、どんな洗礼を受けたのですか」と言うと、「ヨハネの洗礼です」と言った。
使 19:4　そこで、パウロは言った。「ヨハネは、自分の後から来る方、つまりイエスを信じるようにと、民に告げて、悔い改めの洗礼を授けたのです。」
使 19:5　人々はこれを聞いて主イエスの名によって洗礼を受けた。
使 19:6　パウロが彼らの上に手を置くと、聖霊が降り、その人たちは異言を話したり、預言をしたりした。
使 19:7　この人たちは、皆で十二人ほどであった。
使 19:8　パウロは会堂に入って、三か月間、神の国のことについて大胆に論じ、人々を説得しようとした。
使 19:9　しかしある者たちが、かたくなで信じようとはせず、会衆の前でこの道を非難したので、パウロは彼らから離れ、弟子たちをも退かせ、ティラノという人の講堂で毎日論じていた。
使 19:10　このようなことが二年も続いたので、アジア州に住む者は、ユダヤ人であれギリシア人であれ、だれもが主の言葉を聞くことになった。
◆ユダヤ人の祈祷師たち
使 19:11　神は、パウロの手を通して目覚ましい奇跡を行われた。
使 19:12　彼が身に着けていた手ぬぐいや前掛けを持って行って病人に当てると、病気はいやされ、悪霊どもも出て行くほどであった。
使 19:13　ところが、各地を巡り歩くユダヤ人の祈祷師たちの中にも、悪霊どもに取りつかれている人々に向かい、試みに、主イエスの名を唱えて、「パウロが宣べ伝えているイエスによって、お前たちに命じる」と言う者があった。
使 19:14　ユダヤ人の祭司長スケワという者の七人の息子たちがこんなことをしていた。
使 19:15　悪霊は彼らに言い返した。「イエスのことは知っている。パウロのこともよく知っている。だが、いったいお前たちは何者だ。」
使 19:16　そして、悪霊に取りつかれている男が、この祈祷師たちに飛びかかって押さえつけ、ひどい目に遭わせたので、彼らは裸にされ、傷つけられて、その家から逃げ出した。
使 19:17　このことがエフェソに住むユダヤ人やギリシア人すべてに知れ渡ったので、人々は皆恐れを抱き、主イエスの名は大いにあがめられるようになった。
使 19:18　信仰に入った大勢の人が来て、自分たちの悪行をはっきり告白した。
使 19:19　また、魔術を行っていた多くの者も、その書物を持って来て、皆の前で焼き捨てた。その値段を見積もってみると、銀貨五万枚にもなった。
使 19:20　このようにして、主の言葉はますます勢いよく広まり、力を増していった。
◆エフェソでの騒動
使 19:21　このようなことがあった後、パウロは、マケドニア州とアカイア州を通りエルサレムに行こうと決心し、「わたしはそこへ行った後、ローマも見なくてはならない」と言った。
使 19:22　そして、自分に仕えている者の中から、テモテとエラストの二人をマケドニア州に送り出し、彼自身はしばらくアジア州にとどまっていた。
使 19:23　そのころ、この道のことでただならぬ騒動が起こった。
使 19:24　そのいきさつは次のとおりである。デメトリオという銀細工師が、アルテミスの神殿の模型を銀で造り、職人たちにかなり利益を得させていた。
使 19:25　彼は、この職人たちや同じような仕事をしている者たちを集めて言った。「諸君、御承知のように、この仕事のお陰で、我々はもうけているのだが、
使 19:26　諸君が見聞きしているとおり、あのパウロは『手で造ったものなどは神ではない』と言って、エフェソばかりでなくアジア州のほとんど全地域で、多くの人を説き伏せ、たぶらかしている。
使 19:27　これでは、我々の仕事の評判が悪くなってしまうおそれがあるばかりでなく、偉大な女神アルテミスの神殿もないがしろにされ、アジア州全体、全世界があがめるこの女神の御威光さえも失われてしまうだろう。」
使 19:28　これを聞いた人々はひどく腹を立て、「エフェソ人のアルテミスは偉い方」と叫びだした。
使 19:29　そして、町中が混乱してしまった。彼らは、パウロの同行者であるマケドニア人ガイオとアリスタルコを捕らえ、一団となって野外劇場になだれ込んだ。
使 19:30　パウロは群衆の中へ入っていこうとしたが、弟子たちはそうさせなかった。
使 19:31　他方、パウロの友人でアジア州の祭儀をつかさどる高官たちも、パウロに使いをやって、劇場に入らないようにと頼んだ。
使 19:32　さて、群衆はあれやこれやとわめき立てた。集会は混乱するだけで、大多数の者は何のために集まったのかさえ分からなかった。
使 19:33　そのとき、ユダヤ人が前へ押し出したアレクサンドロという男に、群衆の中のある者たちが話すように促したので、彼は手で制し、群衆に向かって弁明しようとした。
使 19:34　しかし、彼がユダヤ人であると知った群衆は一斉に、「エフェソ人のアルテミスは偉い方」と二時間ほども叫び続けた。
使 19:35　そこで、町の書記官が群衆をなだめて言った。「エフェソの諸君、エフェソの町が、偉大なアルテミスの神殿と天から降って来た御神体との守り役であることを、知らない者はないのだ。
使 19:36　これを否定することはできないのだから、静かにしなさい。決して無謀なことをしてはならない。
使 19:37　諸君がここへ連れて来た者たちは、神殿を荒らしたのでも、我々の女神を冒涜したのでもない。
使 19:38　デメトリオと仲間の職人が、だれかを訴え出たいのなら、決められた日に法廷は開かれるし、地方総督もいることだから、相手を訴え出なさい。
使 19:39　それ以外のことで更に要求があるなら、正式な会議で解決してもらうべきである。
使 19:40　本日のこの事態に関して、我々は暴動の罪に問われるおそれがある。この無秩序な集会のことで、何一つ弁解する理由はないからだ。」こう言って、書記官は集会を解散させた。
